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　Time Warner Inc. のニュース専門チャンネル
「CNN」ニューヨーク支局は、2004年よりColumbus 
Circle に位置する現在の Time Warner Center
にて番組制作を行っています。アトランタ本局にて
制作される番組への部分撮りとニューヨーク支局
独自で運行される番組が制作される5つの中型ス
タジオ（約25平方メートル/グリッド高約5メートル）、
フラッシュニュース用の4つの小型スタジオ、そして
報道フロアの顔出し基地一カ所を有します。

　いくつかの番組がスペースを共用しているスタジ
オもありますが、全ての美術と照明は常設です。照
明デザイナーは番組の立ち上げに携わり、デザイン
が固定された後は“照明ディレクター”に運営を
任せ、役者の立ち位置の変化や出演者の顔色の
差に伴う照度の調整等は“照明ディレクター”が
判断します。副調整室にはスイッチャー（TD）卓、
ディレクター卓、複数のプロデューサー卓、グラ
フィック卓、そして個室の音声卓が設置されてい
ますが、照明卓と調整卓はそれぞれ別室です。
照明卓ETC社のGioとEosは局内に2カ所ある
“Lighting Room”通称“Work Station”と呼ばれ
る部屋に集められ、そこから全てのスタジオの照
明を調光します。照明オペレーターがスタジオ間の

移動を省略できる、円滑な運営を見越した設備形
態と言えます。

　昇降設備はなく、 グリッドから棒パンタとパンタ
グラフで降ろされた照明器材が所狭しと吊られて
います。日本のテレビスタジオで見たことのなかっ
た“ソフトライト”（光源が完全に隠れているため
ブロードよりも柔らかい明かり）以外は、使用器材
に日米の差はありません。しかし、器材をどのよう
に使用するかに大きな違いがあります。報道番組
における照明デザインの日米最大の差は照度と
色温度設定でしょう。 例えば、1時間のトーク番組

『Piers Morgan Tonight』（Lighting design by 
Niel Galen, The Lighting Design Group, Inc）
の照度は40fc（約400lux）、絞り値f/2.8、色温度
2700Kです。照明デザイナーはディレクターと共
に背景をどのくらいぼかすかを話し合い、照度とカ
メラの絞り地を定めます。柔らかい質の明かりに必
要な面光源を確保しながら低照度設定を実現す
るために、調光だけでなく、メッシュ、NDフィルター、
そしてマイナスグリーンフィルターが使用されていま
す。被写界深度設定が照明デザインの重要な一
部であることがアメリカの報道番組の特徴と言える
でしょう。

エッセイ 25

26 Journal of Japan Association of Lighting Engineers & Designers

BULGARI 5th Avenue

© Yuki Nakase




